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この句を 目に した瞬間,ハ ヅと胸 をつかれて,先 生 の ご心 中をあ らためて思
い しらされた想 いだ った。
また,今 年 の保険学会大会で会わ れた方 々が,先 生に笠原 さんの話を され る
のに答えて,「本当に親不幸です よ」 といわ れ るのを 聞い て,先 生の深 い 哀 し
み と,先 に逝 った弟子への怒 りに も似た思いが汲み とられ る気 が し た。 「親不
幸」 とい う言葉には,先 生の万感 の想いが こめ られてい ると考え られた。
この1年 間,印 南先生 と5～6回お会い してい るが,そ の時には必ず笠 原 さん
の 話が出る。そ して,次 のよ らなお話 を数回聞いた。 先生の部屋 には,先 生の
恩師 であ る志 田卸太郎先生 の写真 と,笠 原 さんの写真が掲 げ られ てお り,朝 夕
に このお二人の写真に 向か って,お は よ う,お やすみ の挨 拶を されてい るとの
こ とであ る。 先生 の心には,恩 師 と愛弟子が今 も生 きてお り,現 在に ともに生
きてい るのであ る。
笠原 さんは私に とってわずか1年 の先輩にす ぎないが,そ の能力 と努力で学
界 ・業界 において果た して きた足跡は大 き く,生 来怠け者 であ る私な どの遠 く
及ぶ ところでは ない。学問の面 で も,人 間 としても大 きな ものを持 っていた人
であ り,任 せ ておけ ば安心 してい られ る存 在であった。 これ までは,笠 原 さん
の うしろからつい てゆけば よか った のだが,そ の大 き く厚い壁が突然取 り払わ
れて,吹 きさ らしに晒 された感 じであ る。笠原 さんは 自らの名をあげ る ととも
に,印 南先生の名 も高か らしめたが,笠 原 さん と同 じよ うな こ とがで きる自信
は とて もない。後 を継 ぐ私たち,一 少 な くとも私は,お 二人 の名を さらに高
め ることはで きない まで も,せ めて低 め ることのない よ うに努め てゆ きたい と
考え る。 在天の笠原 さん の霊 よ,生 前の よ うに温かい微笑 を もって見守 ってい
ていただ きたい。
生前,笠 原 さんには教 えられ ること多 く,し たが ってわ が身 をふ り返 って反
省す る所 も多か ったが,私 が現在痛恨 に思 ってい ることは,病 中見舞に行 きた
い と希望 され る多 くの方 々をお断 りして しまった ことであ る。本人な らびに奥
さんの,憔 埣 した姿では会いた くない とい う意 向が直接 の理 由であ ったが,さ
かのぼれば癌であ ることを本人に伝えなか った ことに帰因す る。癌を病人 本人
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に伝 える ことは西欧ではかな り一般化 され てい るが,わ が国ではなお否定的な
傾 向が強い よ うに見 うけられ る。笠原 さんの場合 も,病 院側が消極的であ ると
見 うけられた し,私 自身 も否定的であ った。む しろ奥 さんは,本 人に病状を伝
えて,家 族全 員で闘病に当 りたい と希望 された。結 局,家 族や私た ちか ら笠原
さんに知 らせ ることは しない と決めたのだが,そ のことが笠原 さんの生涯を真
に充実 した ものに させ ることを妨げた のではないか,と い う悔 いを,今 もって
私に覚え させ るのであ る。それは最近 とりあげ られ ているホス ピスの精神 とつ
なが る ものであ る。
その ことを考 えさせ られた のは,9月 下 旬に神戸大学 の水島教授 が笠原 さん
を見舞 って下 さった こ とにある。 これ より以前には商学部 の森 教授 が見舞 って
下 さった と記憶 してい るが,こ の見舞 を うけて,笠 原さんは疲れ なが ら も十分
な満足,い うな らば生 の充実感を もったのである。水島教授は,笠 原さんの保
険学界での最 も親 しい友人の一人であ ると同時に,学 問上 の好敵 手であ り,そ
の理論的発展を援助 して下 さった最大の知己である。水島教授か らは事前 に電
話をいただいたが,見 舞われたあ とで,笠 原 さんの衰弱に驚 きながら も,会 っ
た ことの喜びを伝えて下 さった。同時に奥 さんからも,笠 原 さんが久 しぶ りに
学問 の話がで きて良か った,と 大変に喜んだ ことを伝え られた のであ る。
これを聞いた時,本 人に真相を伝えず,し たがって笠原さんに会いたい とい
う方 々の希望をお断 りしてきたことが正 しか ったのだろ うか,と 考え るよ うに
な った。それ までは,こ のや り方が最善だ と思い こんでいたが,以 来,間 違い
を して しまったのではないか,と 思 うようにな った。疲労はす るか もしれない
が,友 人 ・知人 と面会 し,専 門や学問一般 の話,学 会 の話,政 治 ・経済の話を
しながら,最 後の時に至 るまで学究 としての笠原さんの人生を生 き抜いて もら
うべ きでは なか ったか,そ れ こそ が笠原 さん らしい人生 とい うものではなかっ
たか,と い う思いを強 くし,こ れを今後の教訓 とうけ とめてい るのであ る。笠
原さんは,人 生に最後 を告げ るにあた っても,私 に大 きな教えを残 していって
くれた のであ る。(1982年10月 記)
